


今後の道路行政についての意見・提案 
①道路行政全般について改善すべき点、要望や提案など 秋田県 羽後町 

様式 ① 

 

     

物や人の移動のほとんどを自動車交通に頼っている地方にとって、道路は地域の産業および経済活動や通勤通学等の日常生活を 

支える最も重要な生活関連社会資本であり、地域の活性化と豊かで安心して暮らせる地域社会の実現には、優先的に整備されるべきも 

のであります。 

  本町では、道路整備に対する住民の要望は強いものの、整備が立ち遅れている状況にあり、雪国における生活の安定確保と地域振興

を図るため、救急医療や災害対策対応及び冬期の道路交通対策などが緊急の課題となっています。 

  このため、本町及び周辺地域においては骨格道路網の整備と県道、市町村道に至る体系的なネットワークの形成が不可欠であり、今

後も道路整備を進めることが最重要課題であります。 

 

 



今後の道路行政についての意見・提案 
②－１ 地域の現状と抱える課題 秋田県 羽後町 

○課題 

 

 交通量の増大、渋滞、危険箇所など新たな交通課題が生まれてい

ます。危険箇所の改修、歩きやすい歩道など歩行者の安全確保も

課題であり、交通弱者にやさしい道路づくりを進める必要がありま

す。 

○ 現状 

 

 道路は、日常生活や経済活動など社会生活全体を支え、地域

間の交流と連携を生み出す重要な基盤です。本町は国道をはじ

め主要地方道、600 路線余りの町道と農道で路線網を形成してい

ますが、生活行動や産業活動の飛躍的な広域化が進み、人的、

物的移動手段としての車への依存度は高くなる一方であり、移動

ルートとしての道路の重要性、安全性がさらに強く求められていま

す。 

 

様式 ② 



今後の道路行政についての意見・提案 
②－２ 地域の目指すべき将来像 秋田県 羽後町 

様式 ③ 

 

   

    豊かな自然と広大な農地のなかで農業を基幹産業としてまちづくりをすすめてきました。しかし、近年の稲作をはじめとして農業はかつて 

ない厳しい状況にあり、慢性的な後継者不足に加えて、少子高齢化、過疎化、更には生活圏域の広域化に伴い第１次産業から第２次、第 

３次産業にシフトする傾向が続き、第１次産業への就職者の減少が続く就業構造がますます進むと見られます。 

 このため、これまでの農業の町を基盤としながら新たな町の姿を創造する必要があると考えます。 

 これまでの各計画を通じて基本的な社会資本整備が充足されつつあるなかで、更に住みよい町を築きあげるため、中山間地域から都市

部、近隣市町村間、中山間地域の円滑な移動、まちづくりを支援する道路整備と全ての人が安全で安心して生活できる道路整備、交通安

全対策や震災時の緊急輸送の確保に努め、将来像として引き続き「人が輝き、人が活きるまちづくり」を掲げ、自然と調和のとれたまちをづ

くりを進めます。 



今後の道路行政についての意見・提案 
秋田県 羽後町 ③道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や評価等） 

〇期待する効果や評価等 〇重点事項 〇代表事例 〇その他 

通学路の整備 

 

橋梁等の修繕・更

新、維持 

正規の歩道等の整備が困難な地域において、カラ

ー舗装や防護柵の設置等簡易的な方法による歩

行者空間の確保事業の実施。 

小学校等に通う多くの児童が利用する等

事故の危険性が高い通学路については、

安全安心な、歩行者空間の確保。 
 

高度経済成長期に建設され、今後高齢化する橋

梁の予防保全と、国による地方公共団体への長

寿命化修繕計画の策定支援及び技術支援等の実

施。 

安全な通行を確保できる道路橋の延命

化。 

 

    

 

様式 ④ 

 




